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緒言

我が国のカンキツ栽培において緊急に解決を要する課題の一つに夏季の害虫防除が挙げられる。

｜卸公立の試験研究機関並びに農薬会社の基礎研究部門では現代化学の成果を駆使して，これまで

に数多くの有機合成による優れた害虫防除剤を開発してきた。それらの防除剤はいずれも高温多湿

な我が国の気候風土におけるカンキツ栽培を害虫防除の側面から強力に支えて来たといえよう。

ところが，ここ数年来同一農薬を反復して使用すると，殺虫効果が著しく低下してくる傾向が認

められるようになり，特にミカンハダニの防除剤が殺虫効果の点で問題視されつつある。一方，

Biologicalcontrolの立場より，天敵利用の研究も進められてはいるが、広範囲にわたる実用化ま

でには至っていない。

マシン油乳剤は害虫を物理的に被覆することによって窒息死させる点で，他の有機合成農薬と根

本的に異なる特性を持っていろ。したがって，害虫がマシン油乳剤に対して抵抗性を持つに至ると

いう問題はまず起こらないと考えてよい。マシン油乳剤は人体に対してもほとんど無害である。マ

シン油乳剤が古くて新しい農薬として再び取り上げられる理由はここにある。このようにマシン油

乳剤は他の農薬にはみられない長所を持っているのであるが，今迄夏季散布用のマシン油乳剤とし

ては取り上げられなかったことも事実で，その瑚由もここで考えてみる必盤がある。

主な理由としては，果面や葉に薬害が出やすい6）光合成作用を抑える，'１)，味が淡白になる。

花芽分化を抑える4)などが挙げられている。そこで，夏季散布用のマシン油乳剤の実用化に当って

は以上の諸点を解決しておく必要がある。

本報告は新しいマシン油乳剤の開発と利用に関して行われた研究の成果を取りまとめたものであ

る。研究を遂行するに当たり文部省科学研究費補助金（課題番号00548033）並びに財団法人果樹

産業振興桐野基金の助成を得た．ここに深く謝意を表する。
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Ｉマシン油乳剤の理化学性の相違がカンキツ葉の光合成速度に及ぼす影響

マシン油乳剤の理化学性の相違がカンキツ葉の光合成速度や果実の品質に大きく関与することが

考えられるので，まずこれらの点につき検討した。

粘度(ＳＵＳ＊１００．Ｆ）７０１０５１５６
ガスクロマト分析により定量した。すなわち， スルホン価〔Vol%〕０．８００．２３

分析のためのサンプルは８月３０日（散布１日比重〔１５/4°Ｃ〕0.8580.8690.8620.842
組成分析

後），９月１日（３日後），６日（８日後）， ％ＣＮ ３９．６３５．２３４．５

１８日（２０日後），３０日（３２日後）の合％CI，６１．０６５．０６６．４
分留性状

計５回採取した。１回の採取量はｌ樹につき葉 １０％･Ｃ３１３３３０３９１

を５０枚取り，リーフパンチ（１㎡）で１葉か５０３５６４０７４２８
９０４３６４５８４６５

らｄｉｓｋ２枚合計１００枚のｄｉｓｋを分析試料平均分子量３１９３６７４０６３２５

とした。以下次に述べる方法で，葉表面及び葉油分９７９７９７９８
乳化剤添加量〔%〕３３３２

内に残留しているオイルを別々に定量した。散＊SayboltUniversalSeconds
布オイルの回収にはジオキサンを用いた。分析

用の葉を共栓付三角フラスコ（容量５０"f）に入れ，２５廓#のジオキサンを加え，手で５秒間振と

うした後，溶液を別の三角フラスコに移した。再びジオキサンを２５１W′入れ葉表面のオイル洗浄を

先と同様に行い，この液も合わせて，葉の表面に残留していたオイル分の粗試料とした。葉内に移

行したオイルについては，松永（１９７８）7）の方法により調整後ガスクロマト分析に供した。すな

わち，残った葉片に内部標準液（ｎ一ヘキサデカン及びｎ－オクタデカン）を0,02％含むジオキ

サン２５豚'を加え１０日以上放置後，還流冷却器をつけたフラスコに全量を移し，沸とう湯せん上

で１時間しや沸してから抽出液を取り出し，前者と同様に粗試料とした。これらの粗試料には植物

成分が含まれ，分析の障害となるので，次の方法で精製した。粗試料に含まれるジオキサンを留去

し，ｎ－ヘキサン２０耐'に溶解したのち，長さ３０cwwのフロリジルカラムを通して極性物質を除去

した。これを濃縮後定容し，最終的な試料とした。

以上の操作をして得た試料は，次の条件でガスクロマトグラフにかけ，オイルの定量を行った。
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実験結果

葉表面におけるオイル残留量の経時変化を示

すと図１－１のとおりである。葉内への油分の

浸透は粘度の低いオイル程速やかであった。す

なわち，粘度７０のオイルでは散布１日後には，

即に7.5"g／㎡の堀が葉内に浸透しており，そ

の後約２０日間増加の傾向が認められた。粘度

１０５や１５６のオイルについては，粘度が高

い程浸透速度が遅いが，約ｌか月後においても

増加の傾向にあった。葉表面に残留するオイル

は葉内浸透量とは逆に，時間の経過と共に減少

した。特に粘度の低いオイルの減少は著しく，

粘度７０のオイルでは２０日後には散布直後の

付着瞳の約８０％が柵散又は流失したことにな

る（図１－２）。反対に粘度の高いオイルは時

間の経過と共に減少するものの，ｌか月後にお

いてもかなり残留している。つまり，粘度の低

いオイルは浸透するのも速いが，葉表面から消

失するのも早く，粘度の高いオイルはその反対

の傾向にあるといえる。
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図１－１葉内への浸透油分鼠
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図１－２葉表面の油分残留型
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２光合成速度に及ぼす影響

実験材料及び方法

１年生ナツミカン実生と２年生興津早生樹を用いて，オイル散布が葉の光合成速度に及ぼす影響

を調べた。ナツミカン実生にあっては個体単位で，また興津早生樹については枝単位で，アクリル

樹脂製チャンバーを用いて測定した。二酸化炭素の測定は日立堀場植物同化作用測定装置ＡＳＳＡ－

１６００型を用いて行った。チャンバー内の温度は２５℃，相対湿度は８０％，照度は４万ルックス

を基準に調整して測定した。葉裏近くの湿度測定には，ＶｉＳａｌａ社製高感度湿度計を使用した。葉

温と気温の測定は直径0.1”の銅コンスタンタン線による熱電対法によって測定し，タケダ理研自

記記録計に記録させた。

次に，経済栽培園においては，省力のため農薬の混用が一般化している実状をかんがみ．マシン

オイルとダイセンの混用が大三島ネーブル樹の光合成速度に及ぼす影響についても調査した。

実験結 果

オイル散布後のナツミカン実生葉の光合成速’３０

度を示すと図１－３のとおりである。散布直前１１５

の光合成速度を'00とした比数で示す｡粘度誉‘鯛
成

７０と１０５のオイル散布区では散布１日後に速８５
度

光合成速度が急激に低下するが，３日後には回圧7｡
復のきざしが認められ，その後徐々 に光合成速懲ｓｓ

度は高くなり，２週間から２０日後にはほぼ散
４６

布前の状態にまで回復するのが認められた。粘

度１５６区においては、最初の１週間は光合成図

速度が減少の一途をたどり，その後やや回復す

るもののｌか月経っても，散布前の約７０％く

らいにまでしか回復していない。このことは粘

１：

度の相違によって，オイルの葉内への浸透速度

や葉表面の残留量が異なっていることと密接に聾Ⅲ
ロ

関係しているものと考えられる｡対照(無散布）霞‘
度

区の光合成速度が相対的に低下しているのは，_､，
比

ダニの繁殖が著しく，光合成速度にも影簿して葱

来たものと考えられる。

図１－４は興津早生樹につき，散布後の光合

成速度の変化を散布前を１００とした比数で示図Ｉ

６４ ８１２262５２４ＺＢ32３ｓ

散布ｉｊｔの日数

粘性の異なるオイル散布がナツ

ダイダイ実生葉の光合成速度に

及ぼす影響
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－４オイル散布後の光合成速度変化

（興津早生）



１１６

興津早生の場合も，散布後光合成速度が急ｉ３Ｉ
１８８

に低下したが，５日後Iこはかなり回復した。し
９Ｇ

かし,粘度156のｵｲﾙ散布区では再び光合普.・
成

成速度が低下し,2週間後には回復しはじめる農調

墓縦:鰻鱈噸蝋琴：
４８

布用のマシン油オイノレとしては，光合成速度の３９

．）偶

布用のマシン油オイルとしては，光合成速度の

面からみて不適当であるといえる。

経済栽培閲においては，夏季のダニ防除に際

して，黒点病の防除をかねてジマンダイセンな

どの農薬を混用する場合が多い。そこで，マシ

ン油乳剤にジマンダイセンを混用したときの光

合成速度をマシン油乳剤単用の場合と比較した

のが図１－５である。本実験でも、粘度７０の

オイル単用区では，光合成速度が散布後１週間

から１０日の間にほとんど回復し，lか月後に

は散布前の状態になっているのに，ジマンダイ

センの混川区では，光合成速度の回復が遅れた。

散布後２０日経ても散布前の７０％くらいの光

成速度に抑えられた状態が続いている。省力の

立場からは混用力望ましくても，光合成速度を

指標として兄る限り，マシン油乳剤とジマンダ

イセンの混用は望ましくないといえる。

オイルが葉の呼吸速度に及ぼす影響をみたの

が，図１－６である。粘度７０や１０５のオイル

散布は葉の呼吸速度を高めた『、特に散布後１０

日までは粘度７０区の呼吸速度が高く、その後

漸減しているのに対して．粘度１０５区では２

週間後から呼吸が散布前よりi斯くなっている。

8 1 2 1 ６ 2 0 ２ ４ ２ Ｓ 3 ２ ３ ６

散布後の日数

オイル散布後のナツダイダイ

実生葉の呼吸速度変化
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散布図ｔの日数

図１－５マシン油オイルの単用及びダイ

センとの混用散布が大三島ネー

ブル葉の光合成速度に及ぼす影響
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したものである。なお興津早生樹の場合，対照（オイル無散布）区の葉は，ナツミカン実生葉と同

様にダニが繁殖したが，絶えず，葉を水洗することによって，ダニを葉から除去し，ダニの繁殖が

光合成速度に影響しないように配慮した。

図Ｉ－６
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図Ｉ－７１５６ＳＵＳオイル散布前後にお
ける葉裏近くの絶対湿度の変化
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図Ｉ－８１０５ＳＵＳオイル散布前後におけ
る葉裏近くの絶対湿度の変化
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Ｌオイルの粘性が果実の糖酸含量に及ぼす影響

実験材料及び方法

Ⅱ果実の品質に及ぼす影響

今迄夏季マシン油乳剤の散布が普及しなかった原因の一つに，精製度の低いオイルを使用したた

めに'’2,3,0,葉や果面の一部が褐変し落葉や落果を招くことが挙げられている。また落葉や落果

までに至らなくても，果面の着色が遅れたり3,6)，果汁中の糖度が低下1,6)することも夏季マシン

油が普及しなかった理由として考えられる。そこで本実験では，精製度の高いオイルを使用して，

薬害を最少限度にとどめ実用化への道を開く目的で経済栽培園の防除体系の中に夏季マシン油乳剤

の散布を組み込み，果実の品質に及ぼす影響を調査した。

８２５臼５７ＳｌＯＢ１２５１５６１７５２ｅ８２２５２５９２７Ｓ

時間（分）

図Ｉ－９７０ＳＵＳオイル散布前後におけ

る葉裏近くの絶対湿度の変化

散布前

一方粘度１５６区では散布後２０日間はむしろ

散布前より低く，lか月後になってはじめて，

散布前の状態にもどっている”

飽和水蒸気張力をＥ，測定場所における水蒸

気張力をｅ，相対湿度をＲとすると，三者の間

には次式の関係がある。

Ｒ＝：×100(%)………………(1)

また，絶対湿度をＡ，絶対温度をＴとすると，

Ａ＝217号(g/h#)･……………②

なる関係式が存在する。従って，１．２式から，

温度と相対湿度が計測されていれば，絶対湿度

が算出できることになる。風速がＯに近い状態

下では，葉裏近くの相対湿度と温度を正確に測

定することによって，絶対湿度を算出し，気孔

開度の指標として用いることができると考え，

オイル散布前後の葉裏近傍の絶対湿度の変化を

求めた。オイル１０５や１５６の散布区では，

散布後，葉裏近くの絶対湿度は低下しており，雪散布後，葉裏近くの絶対湿度は低下しており，葉からの蒸散速度が低下してきたことを示している。

すなわち，気孔の開度がオイル散布によって小さくなったことを示している。それに対して，オイ

ル７０区では葉裏近くの湿度がやや高くなっている。
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４
１
１

絶
対
湿
度

-/工/、/｛

１３

１２



12..1ｎ本

12.6ａ

１２．３ａ

１０．８ｂ

表Ⅱ－１供試品種と樹令，散布漉喚及び
散布月川
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ａ
ａ
回
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旧
Ｕ

ｑ
〉
４
笹
戸
０
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ｊ

●
●
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己
ｑ
》
ｑ
〉
ｑ
〉

＊

ａ
ａ
ａ
ａ

八
。
、
ｏ
ｎ
。
【
Ｉ

Ｌ
Ｌ
’
Ｌ
Ｌ

挫一坐Ｌ
哩柳南柑20号宮内イ

1９８１

9.3ａ＊

９．２ａ

9.5ａｂ

9.9ｂ

ヨ宮川早生寅内イョ

樹令

散布川］

散布溌哩

収樋川Ｉ

１５年生

７川30日

１５０倍

lｌｊｌｌ９Ｒ

１２年生

８jl29I1

１５０イル

i2I)２１、

４５年生

８月６m

２００倍

10月26日

１５年生

８ノlｌ２Ｈ

200催

12月2211

７０

１０５

１５６

対照(無散布）

表Ⅱ－２及び表Ⅱ－３はオイルの粘性の相違が果実の糖酸含量に及ぼす影摺を示したものである。

南柑２０号についてみると粘度７０と１０５のオイル散布区の果実は可溶性間形物含量と酸含量は

いずれも対照区より低くなっている．しかしながら，酸含量の低下の方が著しいため，甘味比とし

ては高い。一方，宮内イヨでは可溶性固形物が南柑２０号と同様低くなっているが，酸含量は処理

区間ではほとんど差がなく，甘床比でも有意の差は認められなかった。

マシン油乳剤の粘度の相違が南

柑20号果実の糖酸含量に及ぼす

影響(1980）

表1１－３ マシン油乳剤の粘度の相違が宮

内イヨ果実の糖酸含量に及ぼす

影響(1980）

表Ⅱ－２

＊ダンカンの多孟範囲検定（５粥有意水噸）

寓
川
早
生

1M鶴９２９８ａ３９』９５

5.1ａ本

5.6ａ

5.3ａ

5.6ａ

可溶性IJjl形物
（影）

枯度
(SUSlOOoF）

帖座
(SUSlOOoF）

酸度
（％）

11.味比 可溶性固形物
（粥）

酸度
（粥）

'１味比

－ ２７－

＊ダンカンの多璽範朋検定（５影有意水峨）

破哩１．２４１．１８１．２２１．２３１．１６

供試した品種，オイル散布月日，濃度及び果

実収機月日は表Ⅱ－１に示すとおりである。オ

イルの械類は表１－１に示したのと同じものを

使用した。糖度は屈折糖度計で，また酸度は0.1

Ｎカセイソーダの滴定値をクエン酸として計算

して求めた。分析値はダンカンの多重範1用検定

法により検定した。

実 験 結 果

1職lq8410901u50肌601083
宙
内
イ
ョ

晶雨-1鰹対照７０１０５１５６１２９…鮒nｌ

0.77ａ＊

0.74ａ

0.78ａ

0.94ｂ

７０

１０５

１５６

対照(無散布）

宮内イヨ247.§244＃248.；247.;223＃

宮川早生１００．８１２６．８９２．７１０３.０１２２．５
骸度１．５０１．１７１．３０１．４３１．４１

マシン油乳剤の粘度の相違が果

実の糖酸含最に及ぼす影稗

(1981）

対照７０１０５１５６１２９(i･paraffinj

表Ⅱ－５マシン油乳剤の粘度の相違が果

実の肥大に及ぼす影響(1981）

表Ⅱ－４

次に１９８１年度の結果を示すと表Ⅱ－４のとおりである。宮内イヨ、宮川早生いずれも．オイ

ル散布区の酸含量がやや低い傾向があるが，可溶性固形物含量では必らずしも一定の傾向が認めら



表Ⅱ－９

表Ⅱ－７ マシン油乳剤の粘度の相違が収

穫時の宮川早生果面のクロロフ

ィル含ｍに及ぼす影響(1981）

表Ⅱ－６マシン油乳剤の粘度の相違が果

面の禰色に及ぼす影響*(1981）

＊

マシン油¥L剤のｽﾙﾎﾝ化価の相

違が南柑20号果実の糖鮫含最に
及ぼす影響(1980）

表Ⅱ－８

目度器 腰 129
（i･paraff1nj

対照７０１０５１５６

12.6ａ

12.5ａ

１０．６ｂ

ｌＯ８ｂ

宮内赤道部25.828.526.327.129.2

イヨ果頂部２２．２２３．４２１．２２３．７２５．２

クロロ

フィル0.1480.0560.0710.2600.081
含愚＊

*粘度はSUSlOOo卜、１０５オイル使川

9.2ａ彫

10.lｂ

9.7ａｈ

9.9ｂ

宮川赤道部23.830.228.119.730.1

早生果頂部２０．７２９．８２３．７２６．７３２．０
＊、9/畝

０

４．０

１０．０

対剛(雌散布）

＊Huntera値

収稚果の着色度を色差計によって計測したHuntera値を表Ⅱ－６に示す。粘度１５６散布の宮

川早生果実の赤道部で低い値となっている。またクロロフィル含量も高い（表Ⅱ－７）。しかしな

がら，そのほかの処理区間にはいずれも有意差が認められなかった。

２．オイルのスルホン化価及び乳化剤の添加量の相迎が果実の糖酸含峨に及ぼす影郷

実験材料及び方法

表１－１に示したオイル１０５を基に，スルホン化価と乳化剤添加量のみを変えて，１５年生温

州南柑２０号樹に１５０倍の濃度で７月３０日に散布した。１１月１９日に収穫し直ちに前節と同

様，糖酸の分析をした。

実験 結果

表Ⅱ－８はスルホン化価の相違が果実の糖酸含量に及ぼす影響を示す。可溶性固形物はスルホン‘化

価の高いオイル散布区で高い。一方薬害の発生も，本実験に用いたスルホン化価１０までのもので

れず前年度と異なった結果となった。この原因としては，散布濃度の相違が考えられるが、気象要

悶も年度によって変化しており，今後の検討課題である。

表Ⅱ－５は果実の肥大について示す。宮川早生，宮内イヨいずれもオイルの散布が果実の肥大に

はほとんど影響していないといえる。

乳化剤の添加壁の相違が南柑２０
号果実の輔酸含最に及ぼす影稗
(1980）

乳化剤の添加愚可熔剛,W形物酸度Ｉ|･味比

0.74ａ鰯

0.82ａ

0.95ｂ

Ｏ９４ｂ

形

0.74ａ

0.74ａ

0.79ａ

0.94ｈ

粥

12.6ａ

12.3ａ

ｌＬ６ａｂ

ｌＯＢｂ

－－２８－

スルホン化価可熔性llIil形物酸度｜|･昧比

粥
ａ
ａ
ａ
ｂ

２
１
０
９

●
●
◆
ｇ

Ｑ
Ｊ
Ｑ
》
ｑ
〕
ｑ
”

形

３

２．５

２

対照(無散布）



はほとんど認められなかった。酸度についても可溶性固形物と同様に，処瑚区間に差がなかった。

表Ⅱ－９は乳化剤添加堂の相違が果実の糖酸含量に及ぼす影郷を示す。添加域３％までのもので

あれば，処理区間に差がない。

以上の結果から，スルホン化価１０以下，乳化剤３ないし２％添加のオイルであれば，夏季散布

用のマシンオイルとして適当であるといえる。

Ⅲハダニの生息密度

曳季マシンオイルの主たる散布目的が，ミカンハダニの防除にあることはいう迄もない8,10。そ

こで，表Ⅱ－１に示す１９８１年８月１２口散布の宮内イヨにつき，ミカンハダニの生息密度を９

月５日に淵査した。表Ⅲ－１はｌ葉当たりに生

表Ⅲ－１マシン油乳剤の散布がハダニの
息するハダニ数を示したものである。対照（無

生息密度に及ぼす影響(1981）

散布）区のハダニ数は１葉当たり平均４．５３頭

であったのに対して，オイル散布区では，粘度

７０から１５６までいずれもゼロ又はゼロに近

い頭数であり，ハダニ防除の目的は十分に達成

されたといえろ。

対照７０１０５１５６（'.熟in』

'､ダニ数＊４．５３００．０５０．０５０

＊宮内イヨ１葉当たりハダニ数

考察

夏季マシン油乳剤として実用化するためには，殺虫効果と薬害について検討する必要がある。本

実験は，マシン油乳剤の散布が葉の光合成速度と果実の品質に及ぼす影響を明かにすることによっ

て，夏季散布用のマシン油乳剤の適性を検討しようとしたものである。マシン油乳剤の性状のうち

殺虫効果と薬害発生の難易には、粘度，パラフィン化率，スルホン化価，オイルの蒸留温度範囲及

び乳化剤などが大きく関与する５，胤,'0）といわれている。また精製度の低いオイルは薬害の発生''3,

6,13)を併うことが今迄の報告で明らかにされているので，本実験においては，精製度の高い，いわ

ゆる９７マシンを中心に検討を加えることとした。

まず粘度の異なるオイルの葉内への浸透速度をみると，粘度の低い７０オイルが予想通り葉内へ

浸透する速度が早く，反対に粘度の高いオイルは葉内へ浸透する速度は遅い7)が，葉表面に残留す

る恥が多く且つ長期間にわたって残留することが明らかとなった。葉の光合成速度の面からみても

粘度７０のオイル散布葉は光合成速度が比較的早く回復するのに対して，粘度１５６のオイル散布

葉は２０日後になっても散布前の７０％くらいにまでしか回復していない。このことは，粘度の低

いオイルの場合は速やかに葉内に浸透し，葉緑体の機能を低下させることが主体となるのに対して

粘度の高いオイルは，長期間葉表'iiiに残制することによって，気孔の側剛機能に影響を及ぼすこと

が光合成速度低下の主たる要因になっていると推察される'')”また．蕊喪近くの湿度測定の結果は
－ ２ ９ －



粘度の低い７０オイル散布葉では気孔がやや開いて，蒸散が盛んになっていることを示しているが．

粘度１５６のオイル散布葉では逆に気孔がやや閉じて蒸散が抑えられていることを示していろ。呼

吸速度についてみると，粘度の低いオイル散布区は呼吸が促進されたのに対して，粘度の高いオイ

ル散布区ではむしろ呼吸は抑制されている。果汁中の糖酸含量については処理年度によって結果は

必らずしも一定しておらず，今後更に追加試験を継続して，気象要因との関係を明らかにしなけれ

ばならないと考える。ただ，１９８０年度において，粘度の低い区で可溶性固形物含量や酸含量が

低かったのは，粘度の低いオイル散布区では呼吸が促進されたために糖や酸が呼吸源として使われ，

低くなったものと推察される。松永7)もオイル散布によって，葉内における糖の異常な消費の増大

を想定している。しかし’９８１年度では処理区間に糖や酸含量の差が認められず，単に呼吸速度

のみでは説明ができない。気象要因が果実の糖酸含量に及ぼす影響をも合わせて考える必要がある。

可溶性固形物と酸含量を基準に置いた場合，温州ミカンの方が宮内イヨより影響が現われやすい

ことは注目に価する。つまり，従来から，夏季マシン油乳剤の散布は果実の糖酸含量を低下させる

ので，特に宮内イヨに対する夏季マシン油乳剤の散布を差し控えるべきであるとの指摘があったが，

本実験に使用したオイルに限れば，宮内イヨに対しても十分使用できることが判明した。また，散

布時期に関しても，６月中下旬に散布することとし，７月中旬以降は日中の気温が高くなり過ぎる

ので薬害の発生を招くためマシン油乳剤の散布を取り止めるのがよいとされていた。しかしながら

本実験においてはいずれも７月下旬から８月上旬にかけて，気温の高い時期に散布したものである。

散布後１ないし３日後に，わずかに葉脈にそって油浸状の濃い緑色斑が生じたが，２週間後にはほ

とんど消失し，落葉も認めなかった。富永ら12)の指摘するように，果実はむしろ，６月中旬には外

界の変化に影響を受けやすい時期であり，夏季マシンの散布時期としては７月中旬から８月上旬の

方が適期であるともいえる。

着色についても，従来から指摘されている6)ような遅れは認められず，実用化しても問題はない

ものと判断される。

スルホン価も１０以内のものであれば，可溶性固形物，酸含量いずれも処理区間に差がなく，精

製されたオイルであれば夏季マシンとして使用できることが判明した。

今回の実験を通じて，注意しなければならないのは，マシン油乳剤にダイセンなどの農薬を混用

すると，光合成速度が長期にわたって抑えられることである。省力のため，最近はとかく農薬を混

用する傾向があるが，光合成速度の立場からみる限り，好ましくないといえる。

摘要

１．精製度の高いオイル９７を中心に，マシン油乳剤が光合成速度と果実中の糖酸含量に及ぼす

影響を調査した。

－３０－



２．粘度７０のオイルは葉内に速やかに浸透した。一方葉表面からの流失も早かった。粘度１５６

のオイルは反対に葉内へ浸透する速度は遅いが，葉表面に残留する１１tも多く，ｌか月後においても

残留していた。

３マシン油乳剤散布葉はいずれも光合成速度が低下した。粘度７０区では１０日から２週間後

にはかなりロ復したのに対して，粘度１５６ｌｘではｌか月後でも光合成速度が抑制されていた。呼

吸速度は粘度７０と１０５区で促進されたが．粘度１５６区では対照区よりも低かった。

４マシン油乳剤にダイセンを混用すると光合成速度の回復が遅れた。従って，夏季マシン油乳

剤の散布に当っては，単用が好ましいといえる。

５，粘度の低いオイル区では可熔性固形物と酸含量が低くなる傾向が認められたが，散布年度に

よって，ほとんど影郷を受けない年もあり，今後気象要因との相互作用について更に検討の甥があ

る。

６オイル１５６を除いて，オイル７０，オイル１０５散布区の果実の着色にはほとんど彫揺が

なかった。

７．スルホン価１０以下のオイルであれば夏季マシン油乳剤として差し支えないものと判断され

る。

８．精製された粘度７０から１０５くらいまでのオイルであれば，温州ミカンのみならずイヨに

対しても十分使用できることが判明した｡

９，夏季マシンの散布時期としては７月中旬から８月上旬の散布でも，薬害発生はほとんど認め

られなかった。
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Summary
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ｒｅｍａｉｎｅｄｆｏｒａｌｏｎｇｅｒｔｉｍｅｏｎｔｈｅｌｅａｆｓｕｒｆａｃｅｔｈａｎｔｈａｔｏｆｔｈｅｌｏｗｅｒ・Ｏｎｅｏｒｔｈｒｅｅ

ｄａｙｓａｆｔｅｒｔｈｅｓｐｒａｙｉｎｇ，ａｓｙｍｐｔｏｍｏｆｄａｒｋｇｒｅｅｎｓｐｏｔｓｗａｓｓｌｉghtlynoticedon
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３．ｌｎｔｈｅｐｌｏｔｏｆ７０ＳＵＳｖｉｓｃｏｓｉｔｙｏｉｌ，therateofphotosynthesiswasdepressed
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weeks，However，ｉｎｌｈｅｐｌｏｔｏｆｌ５６ＳＵＳｖｉｓｃｏｓｉｔｙｏｉｌｔｈｅｒａｔｅｒｅｍａｉｎｅｄｌｏｗｅｖｅｎ

ａｆｔｅｒ３０days、RespirationoftheleaveswasacceleratedwhenlowviscosityoilwEIs

sprayed、

４．OilsprayincombinationwithfungicidesuchasdithaneZ-78delavedthe

recoveryofpholosynlhesis・Ｔｈｕｓ，ｓｉｎｇｌｅａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｏｉｌｉｓｒｅｃｏｍｍｅｎｄｅｄ，

５．Ｏｉｌｓｐｒａｙｉｎｌ制teJuncbroughtaboutalittledecreａｓｅｉｎｔｈｅｃｏｎｔｃｎｌｏｆ

ｓｌｌｇａｒｓａｎ〔ｌａｃｉｄｓｏｆｔｈｅｊｕｉｃｅ．Howevelr，ｔｈｅｍｉｄｄｌｅｔｏｌａｔｅｊｕｌｙｓｐｒａｙｄｉｄｎｏｌ

ａｆｆｅｃｉｔｈｅｓｏｌｕｂｌｅｓ()lidscontent・ｌｙｏｆｒｕｉｔｗａｓｌｅｓｓａｆｆｅｃｔｅｄｂｙｔｈｅｏｉｌｓｐｒａｙｌｈａｎ

ｔｈａｔｏｆｓａｔｓｕｍａｍａｎｄａrin、

６．Ｃｏｌｏｒｉｎｇｏｆｔｈｅｆｒｕｉｔｗａｓｎｏｔｄｅｌａｙｅｄｉｎｅｉｔｈｅｒｐｌｏｔｏｆｔｈｅ７０ｏｒｌＯ５ＳＵＳ

ｖｉｓｃｏｓｉｔｙｏｉｌｗｈｉＩｅｌ５６ＳＵＳｏｉｌｓｐｒａｙdelayedcoloring，

７．Unsulfonatedresidueshouldbeabove90percent、
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